
戦国時代末期、毛利輝元（毛利元就の孫）

は吉田郡山城から中郡（三篠川流域）を経

て佐東（広島湾頭）に至るまで、往来に適し

た平坦で最短のルートを選んで整備させま

した。この道が中郡道です。

　萩の井原家に残る輝元からの書状によ

ると、中郡道の普請を命じるとともに、その

心構えを説く内容となっており、この普請

に対する輝元の強い意志が感じ取れます。

神ノ倉山頂からは、古くから栄えた井原

市の中を通過し、平坦な田園地帯を真っ直

ぐに南下する中郡道を眼下に眺めることが

できます。

　井原市は、かつて高田郡内でも有数の市

場集落。街道の名残りや町並みが残されて

います。大寺地区まで下ると三篠川の右岸

に沿って街道が伸び、傍らの地蔵尊には「廣

嶋往還」の文字が。舟運の難所と呼ばれる

甲斐平を過ぎて間もなくすると市川の集落

を過ぎ、桜垰に差しかかります。この辺りか

らは大きく山側に進路を変え、雑木林や竹

藪を抜けるルートに。石積みや道標を頼りに

街道を抜けると上三田を経て三篠川の絶景

「轟の瀬」にたどり着きます。「轟の瀬」は、

三篠川を航行する三田舟の最大の難所と言

われており、市川から上三田に抜ける道中

には船を守護する住吉神社が祀られていま

す。

　川舟の通い路の遺跡が残る「滑ら石」や

「庄屋永井邸」を経て、石畳の残る中山峠を

通過。町境の宮原の岸壁に建つ辻堂に手を

合わせ、木洩れ日のさす山道を抜ければ、

弘法大師伝説の残る狩留家上西大谷に至

ります。

　狩留家は、舟運の拠点として栄え、本

陣も置かれていました。狩留家の難所

「開地」、井原の難所「甲斐平」、三田の難

所「轟の瀬」とあわせて三篠川の三大難

所と云われ、舟唄にも歌われていました。

中郡道は、まだ中間地点、小河原、福田を

経由して広島湾頭へと繋がります。

なかごおりこどう

中郡古道
平成25年度認定 / 広島市安佐北区 / てくてく中郡古道プロジェクト
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「中郡古道」は、吉田郡山城から三篠川沿いに広島に繋がる中世以降の主要
道路です。「中郡古道」沿線の地域が連携して「町おこし」を目的にプロジェ
クトを結成して活動しています。散策地図を作成したり、その地図を元に地
域探索会を毎年２～３回実施したり、写真コンテストを行い入選作の巡回展
示会を５年間行ってきました。また、地域の名所・旧跡を紹介する為の案内
板を作成したり、更に、平成３１年には、「郡中國郡志と中郡古道～社・寺・
祠～」の冊子を出版しました。また、令和２年と３年に中郡古道狩留家編・三
田編のQRコード付き散策マップを作成し楽しく散策出来るようにしました。
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三篠川のせせらぎを感じながら歩く三田～
狩留家境の中郡道 

花崗岩の織りなす波模様が
美しい滑ら石

七地域が連携して街道の歴史を中心に町おこしを進めています。七地域が連携して街道の歴史を中心に町おこしを進めています。
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Inform
ation

交通●
友光八幡神社まで
広島東ICから車で約5分
街道まで　JR芸備線
安芸矢口駅から井原市駅　各駅
お問い合わせ●
安佐北区地域起こし推進課
☎082-819-3904

いにしえの里 三次物怪・でこ街道 Ｐ125
　  湖畔の里福富まで約28km豊平どんぐり村まで約30km

❶井原市の街並み
❷都川丈兵衛の墓
❸井原氏館跡
❹大寺の道標
❺甲斐平
❻桜垰のお紺が池
❼住吉神社（須沢地区）
❽堂山の薬師堂
❾轟の瀬
10久保浜湊跡
11正覚寺・三田一族の墓
12滑ら石　
13庄屋永井邸

14中山峠石畳
15楢崎圭三開道紀功之碑
16宮原観音
17三田・狩留家間の中郡道
18九度瀬の滝
19西八幡神社
20狩留家本陣
21薬師堂
22城平山順正寺
23狩留家の水車
24吉川興経の胴塚
25友光八幡神社

薬師堂
享徳2年（1453）建立

元禄17年(1704)建立
堂山の薬師堂

ぶらり歩いてみよう
井原市の街並み

江戸時代から市が立ち、高田郡内
でも有数の市場集落であった。古い
街並みが現存する。

鍋谷城の麓にあたる場所で、巨石を
使った石積みが武家屋敷らしい。

石畳と樹林のトンネル、当時の
面影を残しています。

明治14年広島・三次間の里道の開通を
決意し、全長16里余り、幅13尺の道路を
明治16年秋10月に完成させた。

オススメ周辺情報

イベント・活動 QRコード付きマップ

井原氏館跡

岩多く、水が激しく流れる三篠川の舟運の難所です。

轟の瀬

中山峠石畳

広島市安佐北区上深川町JR上深
川駅近くの吉川興経の墓所
毛利元就の命で急襲されなくなった
吉川興経の胴塚

狩留家の水車　

楢崎圭三開道紀功之碑

三田小学校石畳散策

寛政10年、浅野藩は「繁栄のシンボ
ルとしての水車による搾油業」で栄え
ていた狩留家の大畠屋を「藩営油御
用所」に任命した。

吉川興経の胴塚

江戸時代、広島城主の浅野公が休息・宿
泊所として利用した御本陣です。

狩留家本陣

吉田郡山城
尼子屋敷跡（志屋）

「狩留家なす」マルシェ

狩留家町西八幡神社で説明
（広島市重要有形文化財）

皆でてくてく歩く中郡道
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城のような石垣があります。

城平山
順正寺

武田信玄の叔父信貞が僧となり
古城跡に開基したとされています。

狩留家編

三田編

NPO狩留家→
てくてく中郡古道
プロジェクト
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21

川舟輸送が必要だった江戸時代、轟の瀬は岩
淵があり最大の難所でした。そのため脇に新し
い川を掘り、舟が通れるようにしたそうです。

ちょっとウンチク


